
仮排水トンネル施工の流れ

② 穿孔・装薬・発破【写真－２】

穿孔・装薬状況【写真－２】

③ ズリ出し・コソク【写真－３】

ズリ出し・コソク作業状況【写真－３】

④ 1次吹付・鋼製支保工建込み・2次吹付・ロックボルト【写真－４】

鋼製支保工建込み・2次吹付作業状況【写真－４】

⑤ ロックボルト防護・シート張り・覆工【写真－５】 ⑥ インバート【写真－６】

① 坑口付け【写真－１】

ロックボルト防護・シート張り・覆工【写真－５】

坑口付け【写真－１】

インバート【写真－６】 完成

坑口を設置するための支保工を組み立てます。 発破用の火薬を入れる孔を開けて、火薬を入れます。 発破で砕いた岩（ズリ）を外に搬出しています。また、発破によって掘削
した後、岩盤面に残った浮き石を除去します。

掘ったトンネルが崩れないように、アーチ状の鋼製の支えを
一定間隔で配置します。また、コンクリートを吹付けて、トンネ
ルの壁を補強します。

トンネル内への漏水を防ぐために防水シートを貼り、
半円筒形の型枠（セントル）使ってコンクリートを打設
し、壁を造ります。

コンクリートを打設し、底版を造ります。
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